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激甚化する災害

９月１日（金）発行
【火災件数】
八女市２３件　広川町８件

【救急件数】
八女市１，８１５件　 広川町４８５件
高速・その他８件

（平成 29 年７月 31 日現在）

平成２４年７月九州北部豪雨

熊本県、大分県、福岡県を中心に発生した

集中豪雨。 死者３０人。（ 八女市でも死者

２人）

平成２５年台風第26 号
東北地方・関東地方を中心に被災。 特に

伊豆大島では土石流により甚大な被害が発

生。死者４０人、行方不明者３人。

広島市安佐南区・北区では局地的短時間

大雨により同時多発的に大規模土砂災害が

発生。死者７７人。

茨城県・栃木県・宮城県を中心に発生した集

中豪雨。 鬼怒川の決壊など被害は広範囲に

及んだ。死者１４人。

平成２８年熊本地震
熊本県熊本地方で震度７の地震が４月１４

日（ 前震） と１６日（ 本震） に計２回発生。

死者２２５人。

YAME FIRE DEPARTMENT

台風第３号の通過後の７月５日から６日にかけて、福岡県と大分県

を中心に発生した集中豪雨。死者３６人、行方不明者５人。

平成２９年７月九州北部豪雨

▼写真は対岸に取り残された住民を救助する様子（７月６日撮影）

平成２７年９月関東・東北豪雨平成２６年８月豪雨



平成29 年７月九州北部豪雨で大きな被害を受けた

　　　　　　　　　朝倉地区への応援出動とその活動について

記
録
的
な
豪
雨

▲当時の線状降水帯の様子

　

７
月
５
日
に
甘
木
朝
倉
消
防
本
部
よ
り
福
岡
県
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基

づ
く
応
援
要
請
が
あ
り
、
当
消
防
本
部
か
ら
同
日
深
夜
に
救
助
隊
及
び
潜
水

隊
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
24
時
間
ご
と
に
隊
員
を
派
遣
し
、
孤

立
者
の
救
助
と
避
難
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

（
延
べ
30
日
間
、
33
派
遣
隊　

延
べ
99
人
）

朝
倉
市
（

杷
木
町
・
星
丸
地
区
・
松
末
地
区
・

石
詰
地
区
）
に
お
け
る
八
女
消
防
本
部
の
活
動

▲各地で流木や土砂による家屋被害が発生

▲流木で埋め尽くされた中、行方不明者

の検索を行う様子（星丸地区）

▲重機が入れない場所での手掘り

検索作業 ( 山田地区 )

▲車両が進入困難な現場へ徒歩

で進入

▲大量の流木を掻き分けながら

検索している様子 ( 星丸地区）

▲濁流と流木によりえぐられた１階

部分の検索を行う様子（星丸地区）

　

８
月
８
日
、
八
女
消
防

本
部
職
員
互
助
会
及
び
退

職
者
の
会
は
、
平
成
29
年

７
月
九
州
北
部
豪
雨
の
被

災
者
の
方
々
へ
の
支
援
の

た
め
、
八
女
市
に
義
援
金

を
届
け
ま
し
た
。

台
風
の
接
近
前
に
対
策
を

秋
の
台
風
に
注
意
し
よ
う

秋
に
襲
来
す
る
台
風
の
特
徴

◆
日
本
の
南
海
上
で
進
路
を
北
東
に
変
え
、
速

度
を
速
め
日
本
付
近
に
近
づ
く
こ
と
が
多
い
。

◆
日
本
付
近
に
あ
る
秋
雨
前
線
の
活
動
を
強

め
、
大
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

雨
や
風
が
強
く
な
る
前
に
、
窓
や
雨
戸
を
閉

め
、必
要
で
あ
れ
ば
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

早
め
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す

　

気
象
情
報
に
注
意
し
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
住
ん
で
い
る
地

域
の
避
難
所
が
ど
こ
な
の

か
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
て

お
き
、
避
難
時
の
持
ち
出

し
品
も
事
前
に
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
九
州
北
部
豪
雨
に
お
い
て
、
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
５
日
昼
頃
か
ら
、
福
岡

県
、
大
分
県
、
佐
賀
県
な
ど
で
局
地
的
に

非
常
に
激
し
い
雨
が
降
り
ま
し
た
。
特
に

福
岡
県
筑
後
北
部
か
ら
大
分
県
西
部
に
か

け
て
は
、
線
状
降
水
帯
が
形
成
さ
れ
て
猛

烈
な
雨
が
降
り
続
き
、17
時
51
分
に
九
州
・

山
口
県
で
は
初
め
て
の
大
雨
特
別
警
報
が

福
岡
県
に
発
表
さ
れ
、
19
時
55
分
に
は
大

分
県
に
も
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

朝
倉
市
で
は
、
15
時
38
分
ま
で
の
１

時
間
に
こ
れ
ま
で
の
極
値
を
更
新
す
る

１
２
９
・
５
mm
を
観
測
し
、
３
時
間
で

２
６
１
mm
、
12
時
間
で
５
１
１
・
５
mm
を

観
測
し
ま
し
た
。
日
田
市
で
も
、
18
時
44

分
ま
で
の
１
時
間
に
８
７
・
５
mm
の
猛
烈

な
雨
を
観
測
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
県

（
15
回
）、
大
分
県
（
２
回
）、
佐
賀
県
（
１

回
）
で
計
18
回
の
記
録
的
短
時
間
大
雨
情

報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。	

（　

）
は
各
県
で
の
発
表
回
数			



被
災
地
へ
義
援
金
を
送
り
ま
し
た



中学生ボランティアも参加します！

災害発生場所に大人がいない時は、中学生の

力が大きな役に立ちます。

今回は事前に参加を希望

してくれた中学生たちに

災害時のボランティアを

体験してもらいます。

　

当
消
防
本
部
で
は
、
救
急
医
療
や
救
急
業
務

に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
応

急
手
当
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、

さ
ら
に
救
急
車
の
適
正
な
利
用
方
法
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
「
救
急
の
日
」
に
関
す

る
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
は
10
月
１
日
の
八
女
地
区
総
合
防
災

訓
練
の
中
で
、
応
急
手
当
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

開
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
八
女
筑
後
医
師
会
等

に
よ
る
無
料
健
康
相
談
な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

９

月

９

日

は

救

急

の

日

　今回の八女地区総合防災訓練は、豪雨災害・地震災害・大規模火災の３つの災害を想定しています。
　八女市と近隣市町の防災関係機関約 4 ７団体との連携と地域住民が一体となった総合的な防災訓練を実施するこ
とにより、防災関係機関の災害発生時の対応力の向上とともに、住民一人ひとりが、日常や災害発生時に「自らが
何をするべきか」を考え、防災・減災意識の高揚と知識の向上を図ることを目的とします。

八女地区総合防災訓練
１０／１ ９：００～１２：００日 会場：八女市立花運動場

を行います

共催：八女市、福岡県消防協会八女支部、一般財団法人日本防火・防災協会、八女地区防火委員会、八女消防本部
後援：八女地区防災協会、八女地区消防設備士会



　

６
月
28
日
、
沖
縄
県
消
防
学
校
で

開
催
さ
れ
た
第
46
回
九
州
地
区
消
防

救
助
技
術
指
導
会
に
出
場
し
ま
し

た
。 九

州
地
区
消
防
救
助
技

術
指
導
会
に
出
場
！

全
国
消
防
救
助
技
術
指

導
会
に
出
場
！

　

８
月
23
日
、
宮
城
県
仙
台
市
で
開

催
さ
れ
た
第
46
回
全
国
消
防
救
助
技

術
指
導
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

重大な消防法令違反の建物を公表する

違反対象物公表制度の目的

　建物を利用する人の安心・安全のため

の重大な消防法令違反のある防火対象物

の情報を公開することにより、利用者自

らがその防火対象物の利用について判断

できるようにすることで、火災被害の軽

減を図ることを目的とする制度です。

不
審
な
電
話
に
ご
用
心

　

当
消
防
本
部
管
内
で
消
防
署
員
を

名
乗
る
人
物
か
ら
の
不
審
な
電
話
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
署
か
ら

個
人
情
報
を
聞
き
出
し

た
り
、
有
料
登
録
の
勧

誘
を
行
う
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　
　
　
　

準
備
講
習
会

・
日
時   

平
成
29
年
10
月
７
日
（
土
）

             

８
時
30
分
～
17
時
30
分

・
会
場   

八
女
市
本
村
22
番
地
１

             

八
女
消
防
本
部

・
申
込
み
方
法

　

10
月
６
日
ま
で
に
八
女
消
防
本
部

予
防
課
へ
受
講
料
を
添
え
て
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他

　

準
備
講
習
会
に
つ
い
て
の
詳
細
や

受
講
料
に
つ
い
て
は
、
八
女
消
防
本

部
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

平
成
29
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱

者
試
験
が
10
月
29
日
（
日
）
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
受
験
さ
れ
る
方
は
、
各

自
で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
最
寄
の
消
防
署
、
分
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

産
業
廃
棄
物
処
理
場

で
の
火
災
に
応
援
出
動

公表の対象は？

　消防法令上「特定防火対象物」として

規定されている飲食店、物品販売店、旅

館などの不特定の人が利用される建築物

や病院、社会福祉施設など一人で避難す

ることが難しい人が利用される建物で

す。

運用開始時期は？

　平成 30 年４月１日からです。
公表の時期は？

　消防が立入検査で違反を確認し、建物関係者

に違反を通知した日から一定期間が経過しても

その違反が認められる場合。
対象となる違反は？

　建物に義務付けられた消防用設備等のうち、

屋内消火栓設備、スプリンクラー設備又は、自

動火災報知設備が設置されていない重大な消防

法令違反です。
公表の方法は？

　八女消防本部のホームページに掲載します。
公表の内容は？

　建物の名称、所在地、違反の内容等です。

違反対象物の公表制度 を開始します

　

５
月
28
日
に
発
生
し
た
嘉
麻
市
の

産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
場
で
火
災
が

発
生
し
、
施
設
内
に
野
積
み
に
さ
れ

た
約
２
万
㎥
の
ご
み
山
の
内
部
で

「
燻
焼（
く
ん
し
ょ
う
）」（
無
炎
燃
焼
）

が
続
い
た
た
め
、
当
消
防
本
部
か
ら

も
６
月
２
日
か
ら
12
日
間
、
延
べ
33

人
を
派
遣
し
、
消
火
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

▲無炎燃焼が続き、消火活動が長引いた ▲発生当初の様子

種目：引揚救助　出場選手（大淵達也、

立岩忠司、渡邉慶二、宮本拓真、浦部健）

種目：ロープブリッジ渡過

出場選手：山下晟矢

消防本部のホームページで公表　消防本部の立入検査


